





























接着幅 (μm) が 50/ 、10/5 、20/5 、10/5 の 4 種のマスクを UpCel の上に置き可視光を 12
分間照射した。この表面に微細な凹凸加工を施し、パターン化した UpCel と未パターン化(コントロー
ノレ)UpCel にヒトiP S 細胞由来心筋細胞を 70 cels/m 2 で播種し、免疫染色により評価した。
【結果】
細胞接着幅が 50μm では細胞は殆ど接着しなかった。 200μm では配向している部分もあったが、ご







な細胞接着幅がひとつの重要な要素で、あると考えられた。細胞接着幅を 10μm にパターン化した UpCel
を使用して心筋細胞を配向させれば、収縮力を増加させた心筋組織の作製も実現可能ではなし、かと思わ
れる。
【考察】
細胞接着の至適幅は 100μm と考えられた。シングルセルの状態で、は心筋細胞の接着の可能性は低く
なるため、接着幅が狭すぎても心筋細胞は接着せず、広すぎると配向のための物理的刺激が与えられな
い状態で、自由に接着してしまったと考えられる。今後の課題としては、至適細胞濃度の検討、マスク
細胞非接着部分の幅の変更がある。マスクの細胞非接着部分の幅は、今回の実験では 500μm に条件を
固定したが、この幅をどこまで縮められるかの検討を要する。細胞非接着部分の幅が狭すぎると、細胞
が乗り上げてしまう可能性があるが、将来的に心筋細胞のみの配向した組織を製作できるようになるた
めには、この細胞非接着部分の幅を狭くすることが求められるからである。
- 17 -
